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1993年　Health services: our window to a tobacco−free world
　　　　【ヘルスサービス：たばこのない世界を開く窓】
1992年　Tobacco-free workplaces：safer and healthier
　　　　【たばこの煙のない職場 ― もっと安全にもっと健康に】
1991年　Public places and transport: better be tobacco−free
　　　　【公共の場所や交通機関は禁煙に】
1990年　Growing up without tobacco 
　　　　【子供に無煙環境を】
1989年　The female smoker：at added risk 
　　　　【プラスされる女性喫煙者への害】
1988年　Tobacco or health：choose health 
　　　　【たばこか健康か ― 健康を選ぼう】

【 】：厚生労働省の和訳　　　　　　　　
（ ）：厚生労働省による禁煙週間のテーマ

J-STOPのこれまでの活動と今後の展開について

公益社団法人地域医療振興協会 ヘルスプロモーション研究センター
中村 正和（J-STOP開発・普及WG代表）
阪本 康子（J-STOP事務局）　　　　  　

　日本禁煙推進医師歯科医師連盟では、日
本における禁煙治療・支援の推進を目的
に、2010年から禁 煙治療のための指導者
養成プログラムの開発・普及プロジェクト
J-STOP（Japan Smoking Cessation Training 
Outreach Project）を実施してきた。2015年
からは公益社団法人地域医療振興協会ヘルス
プロモーション研究センターとの共同開催の
形で実施している。2010年に全国の医療従事
者へのトレーニングを開始して以降、12年間
に約9,000人の医療従事者が受講するという成
果が得られており、2014年には厚生労働省が
主催する第3回「健康寿命をのばそう！アワー
ド」において、健康局長優良賞を受賞した。
　2022年8月20日から、運営費がより安価な
WEB学習教材に切り替え、内容も追加・更
新して、「J-STOPネクスト」として普及する
とともに、同日に完成を記念するセミナーを
開催する。
　 本 稿 で は こ れ ま で のJ-STOPの 活 動 と

「J-STOPネクスト」としての今後の展開につ
いて述べる。

1 ．これまでのJ-STOPの活動
（1）トレーニングの概要
　J-STOPでは、eラーニングによる3つのプ
ログラムを用いた指導者トレーニングと、講
義動画の視聴を主としたWEB簡易学習プロ
グラムの提供を行ってきた。

　eラーニングによるトレーニングは、禁煙
外来における禁煙治療の方法を学習する「禁
煙治療版」（学習時間10～12時間）、日常診療
の場や薬局・薬店で短時間の禁煙アドバイス
を行う方法を学習する「禁煙治療導入版」（同
3～4時間）、地域や職域の保健事業の場で禁
煙支援を行う方法について学習する「禁煙支
援版」（同4～5時間）の3種類である。

（2）eラーニングの普及実績
　2010年に全国の医療従事者へのトレーニ
ングを開始して以降、毎年700～1,200人が受
講し、2021年までの12年間に約9,000人の医
療従事者が受講するという成果が得られた。
主な受講団体別の受講者数と修了率は、医
療機関および保健医療団体1,572名（66.3%）、
医 療 保 険 者1,912名（68.5%）、 学 会1,492名

（57.8%）、教育機関850名（97.9%）、自治体2,125
名（71.5%）であった。

（3）eラーニングの学習効果
　eラーニングの学習により、受講者の禁煙
治療・支援に関する知識、態度、自信、行動（禁
煙アドバイス）がトレーニング前より改善す
るだけでなく、受講者間の成績格差の縮小に
もつながることが確認されている。トレーニ
ングの効果については、日本健康教育学会誌
に原著論文としてまとめた （中村ら:日本健
康教育学会誌 2017;25（3）:180-194）。

yasukosaka
長方形
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2 ．  eラーニングからWEB学習教材「J-STOP
ネクスト」へ

（1）切り替えの理由
　eラーニングの実施にあたっては、システ
ム運用費等の経費を賄うため、公益社団法人
地域医療振興協会と共同して、毎年、外部機
関からの助成金を申請・取得してきた。今後
のトレーニング事業の継続のため、運用費が
より安価で、維持管理と学習内容の更新作業
が容易に行えるWEB教材への切り替えを行
う。切り替え後は、運営費の問題による受講
期間の制約（年間3ヵ月）がなくなり、通年
でいつでも受講することできる。

（2） WEB学習教材「J-STOPネクスト」の概要
　WEB教材では、これまでの学習内容に加
えて、加熱式たばこ使用者の禁煙支援、ICT
を用いた禁煙治療、ニコチンの依存性と毒性、
喫煙と感染症、ナッジによる禁煙治療などの
新規コンテンツも追加する（図1）。
　eラーニングと同様に用途に応じたお勧めの
学習コースを設定し、禁煙治療コースでは27
単元（学習時間の目安は13～15時間）、禁煙治
療導入コース18単元（6～7時間）、禁煙支援コー
ス16単元（7～8時間）で構成される。用途に
あわせたコースの学習だけでなく、関心のあ
る単元だけを学習することもできる（図2）。

図１.WEB教材の構成

「⽇常診療の場での禁煙の働
きかけと最新の治療⽅法」

導⼊編
(講義動画)

「⽇常診療の場での禁煙の働
きかけ」

「健診や保健事業の場で短時
間でできる禁煙⽀援」

(⼀部動画あり) ９単元*知識編
(ﾃｷｽﾄ学習) (⼀部動画あり) 4単元* (⼀部動画あり) 4単元*

1.バーチャル症例検討
禁煙治療2症例実践編

2.バーチャルQ&A演習
薬剤10問, ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ10問 2.質問形式によるQ&A演習

前熟考期・熟考期各5問, 
準備期10問3.バーチャルカウンセリング

禁煙治療2例, ⽇常診療, 
健診, ⼩児科(保護者)

1.バーチャルカウンセリング
⽇常診療, 健診, ⼩児(保
護者)

2.質問形式によるQ&A演習
前熟考期・熟考期各5問, 
準備期10問

1.健診等の場での禁煙⽀援
（カウンセリング学習)
テキスト学習と⽀援場⾯の動
画

禁煙治療導入コース禁煙治療コース 禁煙支援コース

* テキスト学習の内容
①喫煙の健康影響
②禁煙の効果
③ニコチン依存症
④禁煙カウンセリング
⑤禁煙の薬物療法
⑥ニコチン依存症管理料
⑦禁煙治療の実際
⑧禁煙治療のための環

境づくり
⑨喫煙の実態と禁煙推
進のための保健医療専
⾨職の役割

治療導⼊版、⽀援版は
①、②、③、⑤のみ

最近のトピックなど(動画学習)
加熱式たばこ, ICTを⽤い
た禁煙治療, ニコチンの依
存性と毒性, 喫煙と感染症, 
ナッジによる禁煙治療, 禁
煙⽀援のための⾏動科学

特定喫煙者(ﾃｷｽﾄ学習)
妊婦, 未成年, 精神疾患

トピック学習

新規

参考
動画集

「職場における受動喫煙防⽌対策」「⻭科での禁煙⽀援の必要性と取り組み⽅」「⻭科での禁煙⽀援の実際」「インセンティブ
⾏動療法を⽤いた禁煙⽀援について」「電⼦タバコや加熱式たばこに関する最新のエビデンスやイギリスでの状況」「ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ特
別編（適切な⽀援例や問題のある⽀援例）」、その他国内外の専⾨家による講義

最近のトピックなど(動画学習)
加熱式たばこ, ICTを⽤い
た禁煙治療, ニコチンの依
存性と毒性, 喫煙と感染症, 
ナッジによる禁煙治療, 禁
煙⽀援のための⾏動科学

特定喫煙者(ﾃｷｽﾄ学習)
妊婦, 未成年, 精神疾患

最近のトピックなど(動画学習)
加熱式たばこ, ICTを⽤い
た禁煙治療, ニコチンの依
存性と毒性, 喫煙と感染症, 
ナッジによる禁煙治療, 禁
煙⽀援のための⾏動科学

特定喫煙者(ﾃｷｽﾄ学習)
妊婦, 未成年, 精神疾患

図２.学習の流れ

●おすすめコース
(禁煙治療コース, 禁煙治療導⼊コース, 禁煙⽀援コース）

採点結果を通知
合格すると修了認定証を発⾏

学習の順序は⾃由

WEB教材による⾃⼰学習

●おすすめコースとは別に、必要な教材や興味のある
教材を⾃由に選んで学習することもできる

【参考】 eラーニング学習

導⼊編

知識編
確認テストで7割以上正答するまで、

繰り返し学習

実践編

確認テスト
知識編から20問*

修了証発⾏
確認テストの正答率の基準はない

導⼊編、知識編、実践編の順に学習

禁煙治療版, 禁煙治療導⼊版, 禁煙⽀援版

導⼊編

知識編 実践編

修了確認テスト
全分野から約50問

*禁煙治療導⼊版、禁煙⽀援版は10問
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　学習教材ごとにセルフアセスメントテスト
を設けており、知識やスキルの習得を確認す
ることができる（図3）。また、コース終了後

に修了認定テストを設けて、合格点に達した
受講者に認定証を発行する。

図３.セルフアセスメントテストと修了認定テストの配置

1.禁煙⽀援のための⾏動科学1.禁煙⽀援のための⾏動科学

2.加熱式たばこ使⽤者への⽀援2.加熱式たばこ使⽤者への⽀援

3.ICTを⽤いた禁煙治療3.ICTを⽤いた禁煙治療

4.ニコチンの依存性と毒性4.ニコチンの依存性と毒性

5.喫煙の感染症への影響5.喫煙の感染症への影響

6.ナッジを取り⼊れた禁煙⽀援6.ナッジを取り⼊れた禁煙⽀援

トピック学習（講義動画）

トピック学習-アセスメントテスト

1.ケースA1.ケースA

2.ケースB2.ケースB

症例検討-アセスメントテスト

バーチャル症例検討

1.ケースA1.ケースA

2.ケースB2.ケースB

3.ケースC3.ケースC

4.ケースD4.ケースD

5.ケースE5.ケースE

バーチャルカウンセリング

バーチャルカウンセリング
-アセスメントテスト

特定喫煙者

1.妊婦1.妊婦

2.未成年2.未成年

3.精神疾患3.精神疾患

1.バーチャルQ&A演習(薬剤ほか)1.バーチャルQ&A演習(薬剤ほか)

Q&A演習-アセスメントテスト

バーチャルQ&A演習

⽇常診療の場での禁煙の働きかけと最新の治療⽅法⽇常診療の場での禁煙の働きかけと最新の治療⽅法講義動画

1.喫煙の健康影響1.喫煙の健康影響

2.禁煙の効果2.禁煙の効果

3.ニコチン依存症3.ニコチン依存症

4.禁煙カウンセリング4.禁煙カウンセリング

5.禁煙の薬物療法5.禁煙の薬物療法

6.ニコチン依存症管理料6.ニコチン依存症管理料

9.喫煙の実態と専⾨職の役割9.喫煙の実態と専⾨職の役割

7.禁煙治療の実際7.禁煙治療の実際

8.禁煙治療の環境づくり8.禁煙治療の環境づくり

導⼊編

知識編
実践編

※ 中断時は回答が保存されないため、安定
した通信環境での実施を推奨する

テキスト教材

•合格すると修了認定証を発⾏

修了認定テスト

【禁煙治療コースの場合】
: アセスメントテスト

3 ．  「禁煙支援の困りごと解決！スキルアッ
プセミナー」の開催

　J-STOPネクストの完成にあわせて、2022
年8月20日（土）に「禁煙支援の困りごと解
決！スキルアップセミナー」をオンライン形
式で開催する。セミナーは「J-STOPネクスト」
の紹介を兼ねたミニ講演（30分）と、それに
引き続いて行う禁煙支援や治療に関する困り
ごと相談（120分）の2部構成とし、現場の実
践に役立つ情報を提供する。困りごと相談は、
事前に現場での困りごとについて選択肢や自
由記載で回答してもらい、当日、J-STOPの開
発・普及ワーキンググループメンバーが、専
門家同士でやりとりしながら、回答する。当日、
ライブでの質問も取り上げる予定である。

●開催概要
【開催日】2022年8月20日（土）13:30～16:00
【会　場】オンライン開催（Zoom）
【参加費】無料
【プログラム】 13:30～14:00   J-STOPネクスト

のご紹介
　　　　　　  14:00～16:00   禁煙支援なんでも

相談
●申込みURL
https://forms.office.com/
r/FpffdhJ6tL

詳細は本号の折り込みちら
しをご覧いただきたい。

4 .おわりに
　 本 稿 で 紹 介 し たWEB教 材 学 習 で あ る
J-STOPネ ク ス ト へ の 切 替 え お よ び セ ミ
ナーの開催は、ファイザー Global Medical 
Grantsの公募型医学教育プロジェクトの助
成や地域医療振興協会の事業費を得て実施し
ている。前者の助成期間は2021年10月から
2022年9月までの1年間である。プロジェクト
助成のテーマは「一般診療における禁煙治療」
である。これまでのJ-STOP利用団体に加え
て、今回は、プライマリ・ケアや健診に関わ
る諸団体（日本医師会、日本プライマリ・ケ
ア連合学会、全国国民健康保険診療施設協議
会、日本総合健診医学会など）にも周知して、
J-STOPネクストの利用とセミナーの参加を
呼びかける。今後、プライマリ・ケア従事者
をはじめ、保健医療従事者に広く利用される
よう、さらなる普及に努めたい。

《謝辞》
　J-STOPの開発・普及ワーキンググループ
のメンバーは中村のほか、本医師連の会員で
ある、大島 明、飯田真美、加藤正隆、川合厚子、
田中英夫、谷口千枝、野村英樹、増居志津子、
の計9名である。今回のプロジェクトにはこ
のうちの7名が関わっている。ここに記して
感謝の意を表する。




